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I~A.M.E'.S. ， U.S.P.H.S. ，D.I.O.による 3--:-A衛生規格開発の目的は、新らしい

発展のため陀発明的才能を自由陀伸ばすようにすることであるo したが「て、以下述べる基準と異

在った技術、設計、材料、構造その他の方法で‘開発されたミノレクタンクやファームタンクが 3-A

規格と合致し左くとも、メーカーや組立業者が、 3-A規格と同等又はそれ以上であると認めた左

らば、 1• A. M. F . S. ， U. S.. P. H . S .及びD.1.0.'の検討K供するよう、いつでも資料とし

て提出できるO

3-A規格の適用範囲

との規格は、農家陀長ける原乳の冷却貯蔵用タンクの材質、設計、組み立てに適用するもので、

市乳や加工用牛乳の貯蔵タンクには適用され左い。

上記のように定義したタンクが、次のAー材質、 B一組立、 0-冷却陀関する条件を満たした場

合陀、それらのタンクは、 3-A規格K適合していると見合される。

Aー材質

原乳が接する部品や表面は、後述のA-6及びA-7 付)----的に該当する場合を除いて、す

べて炭素含量O.1 2婚を超えをい 18-8ステンレススチーノレでヲくられ左ければ左ら左¥.1':1
0

熔接部分及び熔接金属は母材と同様K充分左抗腐食性を持っていをくては左らをい。

2 ライニング〈内張り)

内張りは少左〈とも 18 U S標準グージ材質で作られをければ左ら左¥.1':10
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3 断熱

タンクの断熱は、タンクを水で満タンにし、水温と外気温の差が 50 oF (2 8.C )である時

K、 12時間放置して水温が 50F(2. 8 .C)以上上昇し左いよ今左性質及び厚さをもってい左

ければ左ら左い。 12時間の測定中は動力を停止し、温度測定前Kは水を携持し左ければ左ら

左い。

4 シェル〈外槽〉

外槽、す左わち断熱材の外側又は熱交換ジャケットを包んで凶る部分台よび他のすべての外

面は、左めらかで吸湿性の左い丈夫在金属、主たは防水材料でをければ左ら左い。

5 脚

タンク支持用の脚を使用する左らは¥脚はセットした時K床上部分の表面が左めらか在外面

をもつよう左金属製で左ければ左ら左い。

6 アウトレツ卜パルプ

アウドレットパノレフ'は、:3-A規格の「牛乳用機器やパイプK用いられるフイッテング(金

具)(1[関する標準規格」なよび補遺K示されている材質で作ら左ければ左ら左い。

7 その他の部分

原乳と接するか、主たは原乳の流出入する面ももっている次の各部分は、もし1R-8ステ

ンνススチーノレを使用し左レユ左ら、無毒性で変質し左加、非政着性で耐食性をもち、洗済や殺

菌済にも耐え、かっ、左めらか左表面をもったもので左ければ左ら左い。

げ)浸漬型ロッド以外の計量器

(ロ) スリンガーまたはドリップ・シーノレド

り 真空タンクのアジテーターシール

的 アジテーターベアリング

約 サニタリチュープ或いはフイッテングの保護キャップ

付 オーリング、シーノレなよびガスクット

(ト) のぞき窓

的 真空配管の除湿トラップ(若しあるをら)

B 組立て

原乳接触面はすべてよく見え、容易K手がとどき、運転位置の主主で洗浄し易〈左ければ左ら

左い。若しそのま主で洗浄が困難左ら仔解してでも洗浄し易〈し左ければ左らをい。ステンレス

部品の表面は、少左くともステンレス板の仕上けやがNo4ミノレ仕上げ、主たは加工の場合は120
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グリット仕上げと同等の左めらかさで左ければをら左い。計量尺は、ステンレス製の場合、読み

取りに便左るよう、荒仕上げにして台いてもよい。

原乳接触面の接合部はすべて熔接とし、熔接部はその近くの面と同等K左めらかK研磨されて

凶左ければ左ら左レョ。

l 内張り

内張りはタンクの外槽す左わちタンク本体の内部に正しく固定され、普通の使用条件にな凶て

はどん左状況のもとでも、たわみ、曲がり、歪みがをいよう K在ってレコ左ければ左ら左lA。真

空式のタンクの場合は、 5ocm H~の真空圧K耐えられる構造で左ければ左ら左い。

タンクを水平VC:t"">いた除完全K排水できるよう K、内張りの底部はアワトレット陀向って

傾斜がつけられてい左ければ左ら左い。 13 50以下の内角をもっ内張りのコーナー(角〉はす

べてV(約1smm)以上のア一川つけ左〈ては左ら左いo 内張りに熔接されていて内角が
1 35

0以下であるプ 1) .y :/ C架桝〉や附属品はすべて平面が交わる所で最低ジC6. 2mm)以

上のアーノレをつけをければ左ら左い。

2 ブレスト

プレスト、す左わち内張りと外槽を接続する金属部は、内張bと一体V亡するか主たは内張り

と熔接し、プレスト K傾斜をつけたり、その他の方法Kよりタンクの排水が内張りからすべて

流れ去るよう忙し左ければ左らをい。

3 シェル〈外槽〉

外槽は、プレスト、マンホーノレフレア、アワトレットその他の開口部と外槽との接合部K対

し、湿気や害虫を防ぐため陀有効をシーノレを施して告か左ければ走ら左い。外槽の表面はペイ

ントのよう左保護コーテングで耐食性とし左ければをら左い。塗装面の前処理をよくし、塗料

は付着性のよい、しかも非吸湿性で左めらかを洗浄し易い丈夫在表面を与えるよう左もので左

ければ左らをい。

4 断熱材

普通の使用条件の下で、断熱材が動いたれ空洞ができたりし左いよう陀組立てをければ左

らをい。

5 開口部〈オープ二ングズまたは投乳口〉

(a) 常圧用のタンクの場合

カバーやブリッジにあるすべての開口部の縁は、少左くとも~" C 9. S m沼)以上のフランジ
8 

をつけ左ければ左ら左い。パイプライ νの接続部や開口部が左レョ場合は、毎日集荷用左らタ

ンク容量のよ、隔日集荷用左らタンク容量のよの牛乳がそれぞれ 90仔以内にタンク中K櫨
会
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過するのに充分左大きさと数のストレーナーっきの開口部を設け左ければ左ら左ぃ。

パイプライン接続にする場合は、ブリッジ、固定カバ一、メーンカバ一、ストレーナーっ

き開口部カバー左どに接続してよいo パイプの接続部又は関口部は少左くとも 1V(375

mm)径のパイプあるいはフイッテングK関する3-A規格K合ったフイッテングを設ける必

要がある。

ブリッジ、固定カパ一、メーンカバ一、ス。トレーナ一関口部のカバー左どKある各開口部

(アジテーターシャフト用の穴は除<)は凶ずれも持ち上げ式(1)フト・オフ)ふたを取り

つけねば左ら左い。主た、とのふたはフランジまたは各カバー表面K密着して、メーンカバ

ーを開けた時も開口部のフランジKその主主ヲ凶ているよう陀設計し左ければ左ら左い。更

111 
K、このふたは外縁K自然陀排水じ、 t"(omm)以上の下向きのフランジを有し、衛生的左
設計K基ぐ丈夫在把手がついてい左くては左ら左v.o

主開口部(メーンオーフ。ニング)は、充分左数と大きさをもち、タンクのすべての原乳接

触面K容易に手が届〈よ今 Kい (ただし洗浄のためK取り外す部品は除く〉タンク内K完

全に入ら左にても点検できるよ今左配置托すべきである。

(b) 真空用タンクの場合

3タンクの上面、側面古たは底面のすべての開口部で¥内張りと外槽との接合K用いられる

金属は、内張りと一体物または内張りに熔接し、外槽す左わち外側の面から上方K、少左く

ともす11(9. 3mm)延長されて吋ければ左らか。まえ、外槽は開口部からの水はけがよい
l 

ように|荊口部の立上り縁から傾斜をつけて金く必要がある。タンクの開口部は、牛乳接触面

が内側K牛乳が流れ込むよう左構造陀し、もし外部フレアやフランジが一体に左っていると

液の停滞を防ぎ、 7レアやフランジK隣接した面の水はけをよくするものである。

l 主開口部は、充仔左数と適当左大きさをもち、タンクのすべての牛乳闘虫面K容易に手が

届くようにし、(ただし、洗浄のためK取り外す部品は除<)タンク内K完全K入ら左くて

も点検できるよう左配置にすべきである。真空用タンクの中陀原乳を入れる場合でも、櫨過

装置が必要である。ストレーナのつ凶た開口部をもった特別左カバーが用凶られる場合は、

前述のB、5、(a)と同様であるO

真空の接続陀は規準に適合するステンレス製で、直径 1"(25Titm)以下、長さ告 11(1 0 0 

mm)以下のチューデを用いるべきである。(附則一A参照)

もし、のぞき窓主たは明りとり窓がある場合は、 B、5、(b)の 1行自の条項K適った設計在

らび、K構造で、かっ、ガラスは取り外して洗浄できるようにすべきである。これらの窓の直

径はもH(100mm〉以下であっては左ら左い。
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開口部のフ夕、マンホーノレ、のぞき窓をどのガスケヴトは取り外じ可能で左けれは、左ら左

い。ガスクットの溝あるいはガスケットのはまる溝は、ガスクットの幅より深くじでは左ら

左い。これらの溝の内角はすべて最/Jム1I( 3 mln)以とのす-)レをつけ左ければ左ら左い。8 .... - /. .....'-~ ~ - .: 

(c) 手で洗浄したり点検のために人聞が中え完全に入らをければ左ら左いタンクの場合、原乳

接触面が外部から容易に手の届か左い寸法のタンクの場合は、上述の開口音s(rC関ずる B、 B

但)及びB、5、(b)(rCなけるタンク中に入らまいでの手の届き易さとか点検のし易さという条

件は除いてよい。とのよう左タンクは、手洗浄や点検のために完全K中へ入らl左ければ左ら

左い。したがつて、との場合Kは 18，ν"η/

em)の楕円形、または 12 "x 2 7 11. (3 0 cm X. 6 7.5 cmうの長円形のマンホーノレまたは開口部を

設けねば左ら左い。とのよろをタンクはタンク内部の最大深さは 96 " (:2 4 0 cm )、最小深

さは 42H(105cm)とすベきである0

6 メーンカバーとブ.リツジ

争) カバーの上面は閉じた位置で自然排水K左り、ガスクヅトをつけをい左ら、すべての縁K

Kは最小γぐgmm)のフランジをつけるべきであるo ガスケ y トのをい場合、カバーと容器
3" 

のクリヤランスは最大弱 ( 2.3m祝〉とじ、カバーの接触する部分はすべてステンレススチ

ーJレまたは抗腐食性表面をもったもので左ければ走らをい。若し、がスケットがある左ら、

メfスケットの牛乳K触れる部分をできるだけ小さくじ左け守れば左ら左い。カバーの内側の

1 " 135度以下のコーナ-(rCはすべて最イ氏一(6mm)のアールをつけねば在らをい。
生

メーンカバーを開けて、その位置忙保持する装置のをいものは、簡単K取り外し可能で、

大きさは長方形走らば24"><30"(6.0cmx 75on)、円形左らば径30" ( 7 5cm jを越え左

いよう陀し、かっ、カバーを再び閉じる時K外部からの液体やじんあいがタンクの中K入ら

をいよう左構造忙してなか左ければ左らをい。

タンクから取b外さ在いメーンカパーは、カバーを聞けた時医、固定カバーやプ 1)ッジの

裏側を含めてすべての原乳接触面の洗浄と点検ができるようを構造でをければ左らをい。

カバーを開く場合、どんを位置でも、外部からタンク内忙液体が流下する事のをいよう K

し左くては左らをい。カバーを全開Kした時、カバーの下部Kたまる液体が原乳タンクK滴

下し左いよう忙し左ければ左ら在¥/:10 カ;パ-，(rCは適当左便利在位置K衛生的左デザインの丈

夫在ハン lドルつが取りつけてをければをらをい。そしてハンiドルはカパー材料K熔接されてい

るか、またはカバー材料と一体物Kつくられてい古ければ左ちをい。

開口部のカバーは自重または真空Vてよって閉まるよ今 K左つてなb、持ち上げ式で、締め

金その他の装置で閉めるよう(rCLマもよい。持ち上げ式のカバーは外縁K自然排水するよろ
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に左「てなb、衛生的かつ丈夫左ハンドルがついてい左ければ左らをい。

タンクの端部または側面Kある凋口部の蝶番でとりつけたカバーは、内側または外側えス

イングするようK左っているが、内側スイング型の場合は、分解や洗浄のためK、外側えも

スイングするよう K在ってい左ければ左ら左い。カバーやその附属品を取bつけるために、

タンク内部Kネヂやポーノレジョイントを用いてはいけ左い。蝶番式カバーは工具左しで取り

外せるようK左ってい左くては左ら左いη

わ) 一般K垂直左側面をもっタンクの端部や側面(または円筒型タンクの半月部)(rLつけられ

た、一般K水平左固定カバーは、原乳表面から 12If C 3 ocm )以上の高さKし左いようKし

自然排水のため外側陀酬をつけ、そしてメーンカバーとはめれ慨はtH(9mm) 以上

のフランジをつけねば左ら左い。

一般V亡、水平の固定カバーは、タンクの中え入ら左くても洗浄や点検時K裏側がよく見え

容易K手がとどくよう左構造で左ければ左ら左い。

や) ブリッジの巾は 24!fC 6 0 cm )を超えては左らず、完全に水切りができるように外方K傾

斜をつか入縁部がメーンカバーとはめ合わさる所では立IfC 9 mm)以上のヲランジをつけねば
8 

左らをい。ブリッジは、洗浄や点検的に長但[jiJ~よ〈見え、容易 K手がとどくよろ K 在ってい

左ければ左らをい。

む) 内張りの端部又は側面の壁は、固定カバーやブリッジの代9(rL、一般K上方K伸び内側K

まくれている場合がある。この場合はB-5(rL合致するよち左充分左関口部をもってい左け

れば左ら左い。

信) 冷却水で冷却する型のタンクVてある水槽Kはカバーをし在ければ左らをい。との場合、容

1 If 
器とのクリヤランスは最大一一C1.5 mm)とすべきである。

16 

7 温度計

各パノレククーラーは、 2
0
FC 1.1 'c ) (rLっき -LJL(1.5m)以上の目盛をもち、最低320F 

16 

C 0 .C )から 80'F C 2 6.7 .C )までの範囲の指示温度計をもってい左ければをらをい。 温度計

は 50 'F C10.C) のところで土 2~C 土 1.1.C )の精度が必要である。また ODp(-18.C)か

ら、 212~C100.C) の温度K耐え、かっ、この温度十てさらされても精度を損わず、原乳量

がタンク容量の 20%以下しか入っていをい時でも、乳温を指示できるよう左位置に感温球

をなけるよう忙し左〈てに左ら左い。

温度計は次の 2つの型のいずれかとすべきであるO

(a) 乳温のみを指示するために、内張りの外側表面K固定じた感温球

(b) 温度計陀関する 3-A規格の 3A3型アンプレラフランジ陀合致する接続をも(たカバー
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叉立ブリッジ挿入型温度計

8 アウトレツ卜(排乳口〉

アワトレットは内張り にある開口部で、牛乳のタンク外部への流路として定義されている。

アウトレットは衛生的左構造で、すべて熔接されてがb、(外槽の外まで伸びている圧延口環

Crolled-on ierru'le)やフランジを用いる時は熔接でなくてもよい) 洗浄しやすく

内径寸11( 3 o'mm )以上、外径サ"C 3 8 mm)の標準ステンレスパイフ。と外径が等しいか、また

はそれ以上の寸法で左ければ左ら左い。ァワトレットの牛乳の流れ口の外端は外槽又は、アル

コープ(窪み〉の外面よ_b.50 m祝以上延長されていては左ら左い。

アウトレットの牛乳流れ口はわ槽の外側で終り、フランジ型の密閉パ Jレプ(クローズ・カッ

プノレド・パルプ )vc対して、圧延または般の口環またはフランジではめ合わせてをければ左

らをい。いかをる場合も口環やフランジがタンク外面底部の下陀つけてはいけ左い。アワトレ

ットとパルプをはめ合わす場合、パノレプのシー 1)ング面がタンクの地り 42H(12cm〉以

上突き出てはいけ左い。アク，トレット台ネクションの最も低い内部表面から床までの距離は、

4 11 (1 ocm)以上で左ければ左ら左い。

すべてのタンクは、次のどのタイフ。かのアワトレットを備え左ければ左ら左い。

但).水平型

水平型アウトレットは内張bの一番低い所でタシクの端壁または側壁を貫通している内張

りの開口部でt一波K牛乳排出流路が、水平Kタンクの外部K通じているものと定義されて
いるo 牛乳排出流路の低い方の面は内張b底部と同じか、またはそれより低くする。また、

乙の流路は内張りと外槽の聞の空間を貫通しておサ、水切bのために傾斜してい左ければ、左

ら!左い。

(b) 垂直型

垂直型アワトレツトの垂直中心線は、すぐ近くの壁忙できるだけ近くすべきである。牛乳

流路は、一般に内槽の開口部と一体または熔接されたエノレポ!の水平延長部で、牛乳が流れる

場合はタンク外部陀最も近い通路を通るよろ忙し宏ければをら左い。ただし、アウトレッ:ト

がタンクの外槽底部を貫通じてい左い場合は別である。

化) 吸い出しチュープ型 (Withdraw:lーtube'type)

この型のアワトレットは重力以外の方法、すをわち、普通、カバー、ブリッジ、ジャクッ

トをどを貫通するサニタリiパイプの垂直部忙よって牛乳をタンクから排出するものである。

吸い出じチュープは取b外せるが、チューアの下端が内張り底の適当左たま_b(we 11 ) 

Kあるよう VC，•適当左金具で 3タンク上部忙しっかりと固定しでbかをければ、左ら左い。との
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たま bは内張b壁から 4/1( 1 0 cm)以上離さ左いようにし、 B-8 (a)に述べたようを洗浄

液用アクトレットをつけてなか左くては左ら左い。ただし、洗浄液用アクトレットの低い方

の面がたま bの底面と同じか、または低くし、排水がよいようK傾斜をつけてなか在くては

いけ左い。吸い出しチュープKは、フイッテングK関する 3-A規格の図番3A-100-

1 1 VC示すよ今在キャップまたは、 A.7で述べたと同じ材料で作った衛生的構造のキャッ

プを上端Kっけなければ左ら左い。

9 アウトレツト・パルプ

下記の争)の場合を除いて、アワトレットパノレプやネヂ式キャップは、フイッテングK関する

3-A規格及びその補遣に合致し左ければ左ら左い。しかし、 A-7で述べた材質から左る衛

生的構造のキャップを使用しでもよい。

次のタイプのパルプKは下記の追加的左規格がある。

和) 圧力型

金属と金属、あるいは金属とゴムまたはゴム類似の材質からをる圧力型パノレフ、、は、容易K

取D外して洗浄でき左ければ左ら左いo オーリングの溝はオーリングの直径のtより、よ b
1" 大きい半径、または一一 (1.5m祝)の中で大きい方の半径をとらをければ在ら左い。圧力型
16 

パルプがタンク内又は牛乳流路中Kあり、そのシートが内張りまたは牛乳流路の一部ををす

場合は、前述のフイッテングK関する 3-A規格及びその補遺K従わ左ければ左ら左いとい

う条件から除外される。

圧力型パノレフ.のハンドJレまたはノミ Jレフ.操作棒は、パノレプが乳容器内Kある場合は、ブリッ

ジまたはメーンカバーの上K延長されているか、あるいは外槽の外側に位置してい在くては

左ら左い。

わ) フランジ型

フランジ型の密閉プラッグパノレブが用いられる場合は、タンクのアウトレット流路は、ジ

ャケット内側またはタンク外壁からの汚染が牛乳流路K入ら左いようK、タンクの内張.!?VC

熔接されねば左ら在い。また、 との型のパノレプは、パノレフー本体が、汎用または専用のガスクッ

トでフランジK装着されていをければ左ら左い。(パテとかゴムのようを材料を使用しては

左ら左い)。アウトレット流路とパノレブポアは同じ内径で心が合ってい左ければ左らをい。

10 デストリピエーター〈拡散装置〉

タンクの冷却面K膜状K牛乳を散布するため、デスト l)ビューターを取りつける場合は、容

易に取り外しができるか、または、冷却面と一体Kすべきであるo 1350以下の内角はγ(6 
mm)以上の半径陀するo 牛乳を拡散させるための孔は面取りをし母材と同じ程度に左めらかK
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仕上げ左ければ左ら左い。デストリピューターは、ふつうの分解、洗浄、交換左どの作業では

破損しをいよう、充分、丈夫在構造で左ければ左らをい。支持物(サポート)は、デストリビ

ューターが、牛乳の流れK必要左スペースを除いて、全長VC.e.って冷却面と接触し、全長K亘

って均一左牛乳レベノレを確保し、牛乳が冷却面K向うのを妨げるよう左ひ「かかbや傾きの左

いよう K設計し左ければ左ら左い。

若しデストリビューターが取b外せるもの左ら、 1人で容易に取b外しができ左ければ左ら

左い。若し、タンク内張bと一体のもの左ら、洗浄し易しすべての面K目が届き、点検でき

るようで左ければ左らをい。

1 1 タンクの支持物

白)脚

調節可能の;J却を使用する場合は、充分左数と丈夫さをもち、満タンのタンクを適当K支え

るよう左間隔Kすべきである。脚のベースは密閉して左ければ左ら左い。脚告よび脚ソクッ

トの外側は耐食性で容易に洗浄できるようで左ければ左ら左い。(磨耗し左い面を塗装する

ととは適当と見左される)。巾または直径が 72"(18 ocm)以下のタンクの場合は、 床と

タンクの底との聞が最少6/1 ( 1 5 cm)忙をるよう左長さの脚にすべきである。ただし外槽が

アワトレットの中心線から上方へ傾斜のついている V型タンクとか丸底の場合は例外で、こ

の場合は、中心線の左右の水平距離 30cm以内で、クリヤランスが 611 ( 1 5 cm) vc左ってい

れば、床とタンク底との最少のクリヤランスは 4" ( 1 ocm)でよい。巾または直径が 72H

( 180 cm)以上のタンクでは、床とタンク底との最小クリヤランスは 8"( 2 ocm)とすべき

である。(タンクの水平がとられ較正された後K高さの調整を調べるために脚の上Kシーノレ

をおおくととを度量衡法で決められている所では、シーノレの穴は、脚K水が入ら左いよう左設

計、位置を選び且つシーノレし左ければ左らをい。)

わ) 台(アイランド)(附剣一B参照)

12 境枠法

5分以内のアジテーター(境梓器)の運転Kよって、原乳を均質Kできるよう在アジテータ

ーを設ける必要がある。均質度試験は、普通の運転条件の下で、タンク容量の 25領以上、

100領以下の原乳K対し、乳温40 D_F ( 4.4 'L: )で行わ左ければ左らをい。

タンク内原乳は、境持源から最も遠い所で原乳の各層からとったサンプノレの脂肪含有量が、

l%VCっき土0.1%以上の変動がをい時に均質であると認められる。原乳の境伴は、原乳がタ

ンク容量の 15婦以上満たされた時K境梓できるよう忙左ってい左ければ左らをい。
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争) 駆動機構

駆動機構は、アジテーターシャフトの関口部フランジ下面から、ベアリングボスや取bつ

けポスを除いた駆動部クースの底面までの距離が最小4"C 10 cm)以上K在るようK取bつ

け、駆動機構の下、或いは、その近くのタ Y クの全表面が洗浄や点検のために容易K手が届

くようKしてなか左ければ左ら左い。

。コ) カップリング、シーノレドなよび、ンーJレ駆動軸とアジテーターシャフトの聞のカップリング

は、 γーノレドやロータリシールの上部Kあることは勿論、ブリッジ、カバ一、タンクよb上

K左ければ左ら左い。 アジテーターシャフトの全周K亘ってはね水、水滴、油、虫その他

の汚れがタンクの中K入ら左いよう(tl:丈夫在構造の水切りシーノレドをI設けねば左ら左い。と

のシーノレドがカップリングの一部である場合は、洗浄のためK容易K取b外されねば左ら左

い。また、このシー Jレドは、シー Jレドからブリッジ、カバ一、アジテータージギフトの周b

3 " の保護フランジのいずれかまでの距離が最大ー一一 (2.5mm)以下のクリヤランスを与えるよ
32 

う左構造、左らびK取b付けで左ければ左ら左い。

真空式のタンクの場合は、タンクの上Kアジテーターシャフドのためのロータリシーノレを

設けねば左ら左い。ロータリシーノレは詰め物をしをい、衛生的左設計で、洗浄しやすいもの

で左くては左ら左い。

(c) シャフト穴

アジテーターシャフトが通る、カバ一、ブリッジまたはタlンク上部の!穴ld、アジテーター

を洗浄するための最小 1/1 ( 2.5 C711 )のスペースを与えるためK、充分大きを直径で左ければ

左ら左い。

。)アジデータ一部

洗浄のためKタンクから取b外せるようを設計のアジテータ一部は、分解i組立てが容易

で左くては左らをい。そして、下部ベアリングがある場合はそれを洗浄じたり点検したりで

きるようを構造でをければ左らをい。また、取b外し可能のアジテーターの場合は、アジテ

ーターの羽根と内張bの最小クリヤランスを 1"( 2.5 C711 )以下とすることができる。

取り外しのできをいアジテーターの場合は、それが持ち上げカバー陀取りつけられている

ので左ければ¥アヅテーターの羽根と内槽の最小クリヤラン久はf"(2;5Cm)以上でをけれ

ば走らをい。また、との場合、底部のシャフトベアリングを使用しては左ら左¥;>0

1" 
原乳接触面を有ーするアジテータ一部のすべての内角は、最小一 (. 6m祝)以上のプールを

4 

つけねば左ら左い。底部の案内ベアリングは、容易K取り外され、衛生的設計で、洗浄や点

検のためK、すべての表面Kす速く容易K近づけるよう陀在ってい左ければ左ら在い。案内
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ベアリング台が熔接されている場合は、排水を妨け引をいようを位置に$-'かねば左ら左い。

13 計量装置

浸漬型の計量棒、または、サーフエースレベルグージ(表面水準計量尺)は、 N.B.S. 

(アメリカ標準規格局)ハンドブック 44ー第 2版、 1955、ファームタンクの項(103-...， 

108頁)の条件K適合し、また、次の仕様を満たさ左ければ左ら左い。

(a) 浸漬型

浸漬型の計量棒は巾 0.005"(0.15 lTl711)以上、深さ 0.00 8 11 ( 0.2 mm )以下の目盛をつけ

をければをら左い。ハンドノレ及び計量棒支持装置は、計量棒K熔接され、熔接部ばをめらか

K研磨されをければ左ら左い。ハンドノレはブリッジやメーンカバーの上部まで伸びているか

又は外槽の外側K取bつけられねばをら左い。計量棒の突きぬける穴は、タンク外側Kある

計量棒の部仔の汚染がタンク内K侵入しをいようK保護されてい左ければ左らをい。計量棒

K刻印または食刻されたタンクの一一連番号(製造番号)は、浸潰しでもよく見えるよう在高

さ陀示されていをければ左ら左¥;-)0

(b) サーフエースグージ型

との型の計量尺の下部キャップは容易K洗浄でき、若し透明のチュープと共K用いる左ら

ば、チューフ・えの接続部は、一体として、または仔離して容易K洗浄することができるよう

に左ってい左ければ、左らをい。計量器が入る穴は汚染がタンクK侵入し左いよう保護されて

いをければ左らをい。

C 冷却

タンクは次のよう在冷却能力をもってい左ければ左ら左い。

l 第l回搾乳

(a) 毎日集荷用に設計されたタンクは、原乳投入中、冷却、ンステムを運転し左がら、タンク定

格容量の 50必の原乳をタンク(ζ満たし、投入終了後1時間以内VC9 0'F ( 3 2.2 'C )から 50

Dp(10'C)まで冷却し左ければ左らをい。それから、次の 1時間で上記の量を 50"F ( 1 0 

'C )から 40D_F (44'C )まで冷却し左ければをらをい。

(b) 隔日集荷用医設計されたタンクは、原乳投入中、冷却システムを運転し左がら、タジク定

格容量の 25婦の原乳をタンク陀満たし、投入終了後 1時間以内VC9 0 OP ( 3 2. 2 'C )から 50

"F(10'C) まで冷却しをければ左ら左い。それから、次の 1時間で上記の量を 500F(10

'C )から 40 op '( 4. 4 'C )まで冷却しをければをらをい。

2 第2回搾乳またはその後の搾乳
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毎日集荷用でも隔日集荷用でも、 Z回目またはその後の搾乳分を加えた場合、いかをる場合

でもタンク内の牛乳の混合温度が 500p(10'C)以上K上昇しては左ら左い。

3 試験方法

ファームタンクが許容時間内K上記の0-1なよび0-2VL示されたI令去P性能を有するかど

うかは、次の試験法Kよ司て判定される O

(a) すべての装置の試験は周囲温度 90 OP C 3 2.2 'C )の下で行われねば左ら左い。水冷式のコ

ンデンサーが用いられる時は、冷媒の凝縮温度は 1030p(39.企'C)以下であっては左らを

い。試験のためKは、原乳の代.bVL 9 oOP C 32.2 'C )の水を使用してよい。

わ) 各搾乳K類似せしめるために、投入する水または牛乳の総量を 18回の等量K分け、 1回

の投人時聞を 5分間とするo (従って全体の投入時聞は1.5時間とをる)

化) 冷却システムは投入と同時K始動されるO

ね)冷凍機は 2回目の搾乳またはその後の搾乳分を投入する前K運転し、自動停止が働くよう

にしてなく。(1 2時間(lL1回、テストする場合Kは、上述の 0-2の冷却能力K適合し左

ければ左ら左い。〉

(e) 第 2固またはその後の搾乳分を加える前に、タンク内の牛乳または水は、 37~ (2.8 'C ) 

まで冷却されていをければ左ら左い。

伝) 温度測定は、各投入の直前と最後の投入の 5分後K行わ左ければ在らをい0

4. .冷却システム

(司 冷凍機ユニットがタンクと一体に在っている場合Kは、 0-1なよび0-2の規定を満足

するようを冷凍能力をもっていをければ左ら左い。

(b) 冷凍機ユニットがタンクと一体忙をっていをい場合は、タンクは、 0-1なよび0-2の

規定K適合するK必要左冷凍機ユニットの大きさを基礎Kして、次のようを指示をタンクの

上にはっきりと消え在いよう K示してなか左ければ在ら左い。

本タンクを(E • D. a n d/o r E. 0 . Dで〉運転するのK

必要左最低冷凍機ユニットの能力は

E.D.の場合 E.O.Dの場合

B t t〆hr (Kc a l/h r )である。

但し飽和政入温度は ~ C"C) とする。

註:飽和吸入温度はメーカーによって異在る。

(c) タンクはそれが毎日集荷用または隔日集荷用のいずれによって設言十されたかを明示してい
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左ければ在ら左い。

臼) タンクは、 37 '1i' C 2.8 'C )で、土 2'1i'C 1.1 oC )以下の温度差で作動する機能をも「た自動冷

却制御が可能で左ければ左ら在い。

Appendix (附則〉

A B. 5 (b)で述べた真空ラインと除湿トラップロは、一般K、他のメーカーやデーラ-(tl:よって取

りつけられるO

真空配管が左されている時は、タンクK接続されたエノレポから下流のステンレスパイフ官Eは下

方K傾斜させ、タンクから最初の 12/1C 3 0 cm)の聞に 1"C2.5Cm)以上の向配K在るよう Kし

左ければをら左い。

B タンクを支持台に載せる場合、支持台の大きさは、タンク外槽からの液がタンクの÷下Kしみ込

ま左いように、少をくとも水平断面陀して縦横共2.5cmづっタンクより小さくすべきである。こ

のようを支持台を用いるタンクは、本文B-11(a)で述べたよ今左脚がいつでも容易K取bつけ

られるよう左構造で左ければ左ら左い。タンクの支持台は、水平アウトレット接続部の底面が床

上告"C 1 0 cm)より小さく左らぬよう充分在高さにすべきであるo支持台の表面は、タンク据え

つけ後タンク外槽の底K空気や水が入ら左いよう KシーノレするためK、亀裂をしK固まるようを

しっくい状の材料で厚〈被覆すべきである。タンク外槽と支持台のつ左ぎはシーJレし左ければを

ら左い。

C 牛乳の境枠K圧搾空気を使今場合は、空気からと、み、虫類、その他余計左ものを除去する方法

を講じ左ければをらをい。空気配管は、サイフォンや逆流陀よって牛乳が空気パイプK入ら左い

よう左設計で左ければをら左い。空気パイプのタンク内部分は、パイピング陀関する 3-A規格

K合致したもので、取外して洗浄できるようでをければ左ら左い。ネジのあるフイッテングは牛

乳内K使用しでは左ら在い。空気拡散用パイプの孔壁は洗浄しやすくするため面取bしいばbは

全部除去し左ければをら左い。

油の入らをい空気は次の周知の方法で得られる。

仕) カーボンリングっきピストン型コン!プレッサーを使用する。

白) 冷却Kよって油の蒸気を効率よく除去できる装置をもった油潤滑式コンプレッサーの使用

(3) 高圧水潤滑または潤滑を使わ左いプロア

空気撹枠K関する 3-A規格が適用される場合は、それが、とのAppendixC附則 )0(tl:代

る。 (池内義則訳)
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